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るが，そのものの特徴づけにとどまるのではな
く，経済過程におけるその変化要因と意味を規
定する必要がある。
（２） 消費スタイルおよび購買行動の変化に
媒介される小売業態
　小売商業が消費者に直接対応する上で，消費
スタイルおよび購買行動の変化に対応する小売
業態の展開にかかわる問題を検討しなければな
らない。近代的小売商業が販売活動を行うに
は，現代の消費生活にとって必要な商品を品揃
えすることや可処分所得を考慮して価格帯およ
び商圏を設定することが必要である。つまり小
売商業は消費者が実際に購買する際にもつ当該
商品の生活における必需性のレベル，購買頻
度，品質へのこだわり，所得に見合う価格とい
った購買基準を予測し，消費者ニーズを満たす
業態で対応することを活動の中心としている。
消費者が持つこれらの購買基準の総体が消費ス
タイルであり購買行動である。小売業者はこの
消費スタイルおよび購買行動に対応するために
様々な業態を開発することで消費に対応するの
である７）。
（３） 経済環境と経済政策が消費におよぼす
影響
　労働をコストとみなす資本家の意識と消費生
活をコストとみなす消費者の意識の双方が，コ
スト削減に有利な状況であるデフレスパイラル
に巻き込まれ，価格低下の常態化を同じく享受
し認容している。これは経済環境と経済政策か
ら説明されなければならない。すなわちデフレ
不況と新自由主義的経済政策が与えているコス
トパフォーマンスが両者にとっての節約と縮小
の行動をとらせ，異なる立場でありながら共通
する意識が生じるのである。
　ここに現代資本主義の資本の戦略と政策的展
開の本質があり，この枠組みを前提として流通
過程および小売諸企業の活動が展開されてい
る。
おわりに
　以上の検討をまとめるならば，近代化以降の
日本の小売商業の発展は３つの時期に区分で
き，いずれの時期においても商品流通という使
用価値的側面における役割と販売価格の低下お
よび商品価値の低下や労働力価値の低下をもた
らす価値的側面における役割の両方をはたしな
がらも，順次後者に比重が移行していることが
確認できる。これの推進要因は不況やデフレと
いった経済的状況であるが，直接的には国家レ
ベルでの経済政策によってこの事態が誘発され
ている。
　本稿で言及できなかった課題として，次の２
つの問題がある。これらは小売商業研究を含む
より広い研究分野である流通研究の領域にかか
わっている。
　ひとつは法制にかかわる問題である。第１の
流通革新期を終わらせることになる大店法の制
定，第２の流通革新期に整備され第３の流通革
新期の競争環境を提供することになる業態の垣
根や経営統合などの規制緩和にかかわる一連の
ガイドライン，さらには第３の流通革新の行き
過ぎを手直しする消費者庁主導で開始される消
費者行政や今後制定が検討されようとしている
フランチャイズチェーン法などである。これら
はすべて，小売商業の利益の源泉に直結してお
り，国家レベルでの経済政策に流通および小売
商業政策を関連させる際の活動領域にかかわる
利益誘導手段となっている。
　もうひとつは消費者の行動と意識にかんする
変化をもたらす消費生活の内容の分析である。
現代日本における労働力の価値を形成する要因
をモノだけなくコトの消費や近年の公共領域に
かかわる消費生活の傾向なども考慮して検討す
る必要がある。
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45巻，第２号，2010年３月，37-38ページ）。
５）野村総合研究所『第三の消費スタイル』では，
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わりから４つの象限を描き，安さ納得，プレミ
アム，利便性，徹底探索という４つの消費スタ
イルを導出することで，現代日本人の消費が論
じられている（野村総合研究所『第三の消費ス
タイル』野村総合研究所，2005年）。また田村正
紀は現代の消費者が品質と価格を同時に追求す
る欲張りな消費者であるとして「バリュー消費」
論を展開する（田村正紀『バリュー消費』日本
経済新聞出版社，2006年）。
６）仲上哲，前掲「現代日本における流通の特徴と
役割」８-９ページ。
７）業態の発展要因については，田村正紀『業態の
盛衰』千倉書房，2008年を参照。業態と消費ス
タイルとの関係については，仲上哲，前掲「消
費スタイルの変化とコンビニエンスストアの「＋
α戦略」」を，また業態と消費者の購買行動との
関係については，仲上哲「商圏縮小時代におけ
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